
三
重
の
古
文
化
1
0
0
号
記
念
特
集
　
抜
刷
　
（
三
重
郷
土
会
　
2
0
1
5
年
）

史
跡
の
国
指
定
と
住
民
参
加

－
　
四
日
市
市
大
矢
知
町
久
留
倍
官
衛
遺
跡

早
　
川
　
裕
　
己
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史
跡
の
国
指
定
と
住
民
参
加

－
　
四
日
市
市
大
矢
知
町
久
留
倍
官
衛
遺
跡

一
、
大
矢
知
の
久
留
倍

「
大
矢
知
」
と
い
う
地
名
は
、
『
神
鳳
紗
』
　
（
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町

時
代
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
、
伊
勢
神
宮
の
神
領
一
覧
の
書
物
）

に
　
「
□
（
大
）
矢
智
御
厨
」
と
出
て
く
る
の
が
初
見
で
あ
ろ
う
。

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
1
』
　
（
安
岡
親
毅
著
　
倉
田
正
邦
校
訂
　
昭
和

五
〇
年
　
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
）
　
に
は
　
「
於
保
也
智
卜
訓
ス
」

と
あ
る
。
大
矢
知
は
　
「
訓
覇
郷
ニ
シ
テ
村
中
二
久
留
倍
卜
云
小
字
今

二
存
セ
リ
」
と
あ
り
、
訓
覇
は
久
留
倍
か
ら
大
矢
知
に
転
じ
た
も
の

で
あ
ろ
う
、
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
大
矢
知
ノ
名
義
員
競
郡

志
知
一
志
郡
八
知
卜
同
ク
未
知
難
シ
」
と
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
唆
し
て
い
る
。

訓
覇
郷
は
、
「
朝
明
郡
」
六
郷
の
一
つ
で
あ
る
。
「
朝
明
郡
」
　
は
、

『
倭
名
類
衆
抄
』
に
伊
勢
国
二
二
郡
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
三
重
郡
、
四
日
市
市
の
概
ね
北
半
分
が
　
「
朝
明
郡
」
、
南
半

分
が
「
三
重
郡
」
で
あ
る
。
海
蔵
川
河
口
付
近
か
ら
垂
坂
丘
陵
を
経

て
菰
野
町
へ
延
び
る
郡
界
が
想
定
さ
れ
る
説
が
あ
る
が
未
だ
確
定
は

し
て
い
な
い
。
訓
覇
（
久
留
倍
）
　
は
訓
読
み
で
「
く
る
べ
」
　
で
あ
る
。

早
　
川
　
裕
　
己

現
代
風
に
置
き
換
え
る
と
、
伊
勢
国
朝
明
郡
訓
覇
郷
（
三
重
県
四
日

市
市
大
矢
知
町
字
久
留
倍
）
　
で
あ
る
。

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
（
以
下
『
五
鈴
遺
響
』
）
　
の
長
倉
神
社
の
項
に

「
訓
覇
ノ
名
義
モ
久
留
ハ
倉
ニ
シ
テ
…
「
長
倉
ノ
名
義
ハ
訓
覇
二
名

ク
ニ
同
ジ
ク
倉
部
ニ
シ
テ
古
書
郡
家
ノ
穀
倉
ヲ
建
置
セ
シ
所
ノ
名
ト

モ
謂
へ
シ
…
」
と
あ
る
。
安
岡
親
毅
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
伊

勢
山
田
に
生
ま
れ
た
江
戸
時
代
の
郷
土
史
家
で
あ
る
が
、
「
久
留
倍
」

に
正
倉
院
を
も
っ
た
郡
家
と
お
さ
え
て
い
る
。

明
治
二
十
年
に
国
の
施
策
で
各
郡
誌
の
編
集
が
行
わ
れ
た
。
大
矢

知
村
を
ま
と
め
た
の
が
『
大
矢
知
村
村
誌
』
（
以
下
『
村
誌
』
）
で
あ

る
。
編
集
者
は
戸
長
（
行
政
事
務
の
責
任
者
）
丹
羽
誠
一
郎
氏
で
あ

る
。
奥
付
を
見
る
と
、
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
八
日
と
な
っ
て
い

る。

こ
の
『
村
誌
』
と
『
五
鈴
遺
響
』
と
を
読
み
合
せ
て
も
う
少
し
「
久

留
倍
」
に
せ
ま
っ
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
原
文
は
自
筆
で
漢
字
と
カ

タ
カ
ナ
の
た
め
、
誤
読
が
あ
れ
ば
お
許
し
願
い
た
い
。

ま
ず
、
重
複
す
る
箇
所
が
か
な
り
あ
る
。
『
村
誌
』
は
、
「
村
中
二

久
留
借
上
云
小
字
今
二
存
セ
リ
訓
覇
ハ
此
邑
ヨ
リ
起
レ
ル
ナ
ル
べ
シ
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然
レ
ハ
旧
名
久
留
倍
ニ
シ
テ
後
二
大
矢
知
二
蒔
セ
シ
モ
知
ル
べ
カ
ラ

ズ
古
谷
隻
子
五
鈴
遺
響
九
重
雑
誌
」
　
と
出
典
を
明
記
し
て
い
る
。

『
五
鈴
遺
響
』
を
読
ん
で
参
考
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

昔
は
久
留
倍
だ
っ
た
の
が
大
矢
知
と
な
っ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
、

大
昔
大
矢
知
村
・
久
留
倍
村
・
山
添
村
と
あ
っ
た
の
が
後
に
合
併
し

て
一
村
と
な
っ
た
　
（
年
代
不
詳
）
　
と
も
あ
る
。

地
勢
に
つ
い
て
は
、
『
村
誌
』
　
に
は
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、

『
五
鈴
遺
響
』
　
に
は
、
「
平
津
ノ
東
ニ
ア
リ
山
間
二
民
居
ス
」
と
簡

単
に
記
し
て
い
る
。

字
地
に
つ
い
て
は
、
『
村
誌
』
に
は
三
六
の
字
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

久
留
倍
は
町
内
で
も
南
寄
り
で
、
小
字
は
町
内
で
は
雲
天
　
（
ク
モ
ン

テ
ン
）
　
と
同
じ
一
五
の
小
字
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
小
字

が
突
出
し
て
い
る
。
長
助
西
、
東
ノ
屋
敷
、
新
左
工
門
屋
敷
、
銭
亀
、

権
四
郎
屋
敷
、
大
門
、
御
堂
屋
敷
、
清
右
工
門
屋
敷
、
甚
三
郎
屋
敷
、

は
せ
町
、
カ
ジ
慶
、
一
本
木
、
大
門
ヨ
コ
、
茶
エ
ン
原
、
南
ノ
屋
敷

で
あ
る
。
㊨
天
と
同
じ
よ
う
に
人
名
の
つ
い
た
屋
敷
地
が
多
い
。
「
久

留
倍
官
衝
遺
跡
」
は
久
留
倍
か
ら
東
へ
傾
斜
し
て
低
地
に
字
矢
内
谷

（
や
な
い
だ
に
）
　
が
続
く
の
で
そ
の
小
字
名
も
紹
介
す
る
。
矢
内
谷
、

ア
ミ
ダ
堂
、
孫
治
郎
畑
で
あ
る
。
発
掘
調
査
前
の
現
況
は
、
ほ
と
ん

ど
が
畑
地
、
一
部
荒
れ
地
で
あ
っ
た
と
聞
く
。

久
留
倍
に
つ
い
て
は
、
『
四
日
市
市
史
』
　
（
昭
和
三
十
六
年
三
月

四
日
市
市
役
所
）
　
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
四
日
市
市
内
考
古
遺
跡
表
」
　
の
中
に
、

大
矢
知
町
久
留
倍
阿
弥
陀
堂
前
　
土
師
器
・
須
恵
器

大
矢
知
町
久
留
倍
光
明
寺
跡
　
土
師
器
杯

と
あ
る
。
翌
昭
和
三
十
七
年
二
月
に
分
布
調
査
が
実
施
さ
れ
、
三
重
県
の
遺

跡
台
帳
に
　
「
久
留
部
（
後
に
倍
と
訂
正
）
遺
跡
」
弥
生
時
代
・
古
墳

時
代
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
　
「
久
留
倍
遺
跡
」
　
の
初
見

で
あ
ろ
う
。

昭
和
六
十
年
三
月
発
行
の
　
『
四
日
市
市
遺
跡
地
図
』
に
は
、
「
久
留

部
遺
跡
」
　
大
矢
知
町
　
畑
　
古
墳
　
土
師
器
・
須
恵
器
　
と
見
え
る
。

『
市
史
』
　
三
十
六
年
版
に
見
え
る
　
「
光
明
寺
跡
」
　
に
つ
い
て
、

『
五
鈴
遺
響
』
と
『
村
誌
』
と
を
そ
の
記
述
に
つ
い
て
比
較
し
て
み

る。

『
五
鈴
遺
響
』
　
青
木
山
光
明
廃
寺
跡

・
小
字
阿
弥
陀
堂
に
あ
る
。

・
寛
正
元
年
　
（
一
四
六
〇
）
　
に
高
田
専
修
寺
真
恵
上
人
が
開
祖

・
仏
法
繁
盛
の
地
に
非
ず
と
し
て
、
三
重
郡
北
小
松
村
の
中
山
に
中

山
寺
を
建
立

・
元
文
年
中
（
一
七
三
六
～
一
七
四
〇
）
、
廃
寺
か
ら
村
の
子
ど
も

が
宝
鐸
（
堂
塔
の
軒
の
四
隅
に
飾
り
と
し
て
つ
る
す
大
型
の
風
鈴
・

風
鐘
、
又
は
銅
鐸
）
　
二
日
を
掘
り
出
し
た
。

『
村
誌
』
　
廃
青
木
山
光
明
寺
跡



273

・
寛
正
元
年
　
（
一
四
六
〇
・
室
町
時
代
中
期
）
、
高
田
専
修
寺
第
九

世
真
恵
上
人
が
建
立
し
た
が
、
一
年
余
り
の
後
、
三
重
郡
小
松
村

に
退
転
す
る
と
あ
る
。
『
歴
史
の
ま
ち
　
ふ
る
さ
と
お
お
や
ち
昔

は
な
し
』
平
成
二
十
三
年
　
大
矢
知
歴
史
研
究
会
　
に
は
羽
津
村

へ
移
転
と
あ
る
。

『
五
鈴
遺
響
』
を
参
考
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
簡
略
で
あ

る
。
ま
た
、
宝
鍔
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
市
内
伊
坂
町
蒐
上
耳
利
神
社
西
方
の
重
地
山
か
ら
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
　
に
発
見
さ
れ
た
銅
鐸
が
一
口
出
土
し
て
い
る

が
、
県
教
委
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、
四
日
市
市
内
の
銅
鐸
と

し
て
は
、
大
矢
知
町
青
木
山
か
ら
二
個
体
の
出
土
が
伝
え
ら
え
て
い

る
が
、
残
念
な
が
ら
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
「
宝
鐸
」
　
は
大
き
な
鈴

で
あ
る
の
か
、
銅
鐸
な
の
か
。

『
村
誌
』
　
に
は
附
記
に
　
「
銭
亀
塚
」
　
を
挙
げ
て
い
る
が
、
『
五
鈴

遺
響
』
に
は
　
「
銭
亀
松
卜
云
古
松
老
樹
一
株
ア
リ
」
と
簡
単
に
記
述

し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

『
村
誌
』
　
に
は
、
前
方
後
円
墳
　
参
拾
坪
　
南
北
拾
壱
間
　
東
西

四
間
余
と
大
き
さ
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
塚
の
上
に
一

株
の
老
松
が
あ
っ
た
が
近
世
に
な
っ
て
倒
れ
た
。
こ
こ
は
貴
人
の
墓

で
あ
ろ
う
。
寛
正
年
間
に
照
光
寺
　
（
光
明
寺
の
誤
記
か
）
　
が
退
転
し

て
か
ら
こ
の
墓
も
荒
廃
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
発
掘
調
査

で
も
谷
を
挟
ん
で
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
古
墳
が
検
出
さ
れ
て
い
る

が
、
関
係
は
判
明
し
て
い
な
い
。

こ
の
本
文
と
　
「
伊
勢
国
朝
明
郡
大
矢
知
村
地
籍
全
国
」
　
（
明
治
廿

一
年
十
二
月
廿
八
旦
F
長
作
成
）
　
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
当
時
の
久
留

倍
の
周
囲
の
道
路
に
せ
ま
っ
て
み
た
い
。

久
留
倍
の
東
方
を
通
る
通
称
大
矢
知
街
道
（
当
時
、
俗
に
四
日
市

道
と
称
さ
れ
て
い
た
）
　
は
平
均
約
壱
間
三
尺
（
約
二
・
七
メ
ー
ト
ル
）

と
、
村
内
で
は
一
番
広
い
道
で
、
羽
津
村
へ
と
通
じ
て
い
た
。

そ
の
山
寄
り
に
脇
道
で
あ
っ
た
の
か
、
垂
坂
道
と
称
す
る
道
が
見

え
る
が
、
平
均
約
四
尺
（
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
）
程
の
小
路
が
あ
る
。

俗
に
垂
坂
道
と
称
す
る
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
の
久
留
倍
の
丘
陵
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裾
部
を
迂
回
し
て
垂
坂
村
に
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
『
大
矢
知
村
村
誌
』
は
四
日
市
市
立
図
書
館
（
原
本
不
明
）
、

「
伊
勢
国
朝
明
郡
大
矢
知
村
地
籍
全
国
」
　
は
三
重
県
立
図
書
館
蔵
で

ある。ま
た
、
大
矢
知
村
の
事
で
あ
る
か
ら
、
大
矢
知
興
譲
小
学
校
に
関

連
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
な
い
か
な
と
思
い
尋
ね
た
と
こ
ろ
い
く
つ

か
の
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
校
舎
内
の
校
長
室
や
書
庫
で
は

な
く
、
興
譲
館
（
記
念
館
）
　
の
陳
列
ケ
ー
ス
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

残
念
な
が
ら
原
本
は
な
く
、
所
在
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
の
ち
の
た
め
に
保
管
さ
れ
て
い
た
資
料
を
こ
こ
に
記
し
て

お
く
。
①
『
大
矢
知
村
村
誌
』
は
、
四
日
市
市
用
箋
（
二
〇
×
一
〇

の
原
稿
用
紙
）
　
に
原
本
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
名
、
筆
者

年
月
日
と
も
に
不
明
。
②
『
垂
坂
村
村
誌
書
類
』
　
（
原
本
コ
ピ
ー
と

思
わ
れ
る
。
八
一
枚
、
縦
罫
）
③
『
垂
坂
村
村
誌
』
　
（
二
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
三
六
枚
）
④
『
西
富
田
村
誌
』
　
（
原
本
コ
ピ
ー
、
二
百
字

詰
め
二
〇
枚
）
⑤
『
松
寺
村
村
誌
』
　
（
二
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二

枚
）
⑥
下
の
宮
村
誌
（
二
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
四
枚
）
⑦
『
川
北

村
村
誌
』
　
（
二
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
三
枚
）
⑧
『
蒔
田
村
村
誌
』

（
二
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
三
枚
）
。
②
～
⑦
は
四
日
市
市
用
箋
で

は
な
い
。
記
念
館
は
か
な
り
建
物
が
傷
ん
で
お
り
、
保
管
状
況
が
劣

悪
だ
っ
た
た
め
、
時
の
校
長
先
生
に
お
願
い
し
て
校
長
室
で
保
管
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
。
（
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
調
査
）

二
、
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査

①
調
査
に
至
る
経
過
　
（
県
教
委
資
料
か
ら
）

昭
和
六
十
三
年
度

国
道
一
号
北
勢
バ
イ
パ
ス
敷
設
事
業
が
計
画
さ
れ
た
。
周
知
の
遺

跡
と
し
て
六
遺
跡
が
計
画
地
内
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
建
設
省
と

三
重
県
教
委
の
協
議
で
、
現
状
保
存
が
困
難
な
場
合
、
事
前
に
発
掘

調
査
を
実
施
し
、
記
録
保
存
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
七
年
度

建
設
省
・
県
教
委
・
市
教
委
で
協
議
。
市
教
委
が
調
査
主
体
と
な

る
こ
と
を
確
認
。
平
成
十
四
年
度
の
供
用
開
始
（
朝
日
～
富
田
山
城

問
）
　
が
目
標
と
さ
れ
た
。

平
成
八
年
三
月

第
－
期
協
定
締
結
（
平
成
十
三
年
度
ま
で
）
。
六
遺
跡
（
山
奥
・

久
留
倍
・
羽
津
広
・
北
之
脇
・
四
方
天
・
四
反
田
）
　
が
調
査
対
象
と

な
っ
た
。

平
成
十
年
度

久
留
倍
遺
跡
の
第
一
次
範
囲
確
認
調
査
　
（
調
査
面
積
二
六
一
平
方

メ
ー
ト
ル
）
。
遺
構
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
久
留
倍

山
の
用
地
買
収
・
事
業
地
外
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
協
議
。
あ
お
い

幼
稚
園
の
代
替
地
案
も
浮
上
す
る
な
ど
今
後
の
方
向
を
模
索
。
北
勢

バ
イ
パ
ス
起
工
式
。
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②
発
掘
調
査
経
過
（
県
教
委
資
料
と
第
一
五
回
久
留
倍
学
習
会
・
平

成
二
四
年
九
月
七
日
、
社
会
教
育
課
清
水
政
宏
氏
作
成
資
料
よ
り
）

平
成
十
一
年
度

第
一
次
久
留
倍
遺
跡
発
掘
調
査
（
二
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。
久
留

倍
遺
跡
第
二
次
範
囲
確
認
調
査
（
六
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。
丘
陵
全

体
に
弥
生
時
代
～
中
世
に
か
け
て
の
遺
構
が
広
が
っ
て
い
る
と
想
定
。

久
留
倍
の
用
地
買
収
の
目
途
が
立
た
な
い
た
め
、
調
査
体
制
縮
小
を

決
定
し
た
。

平
成
十
二
年
度

年
度
末
の
協
議
で
、
事
業
地
外
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
「
道
の
駅
」

と
し
て
事
業
認
定
を
進
め
る
由
、
報
告
を
受
け
る
。

平
成
十
三
年
度

久
留
倍
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
　
（
調
査
面
積
二
千
三
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
）
。
飛
鳥
の
竪
穴
四
、
奈
良
の
掘
立
柱
建
物
五
を
確
認
。
有

力
者
の
居
宅
と
想
定
。
久
留
倍
遺
跡
第
三
次
範
囲
確
認
調
査
　
遺
物

を
大
量
に
含
む
流
路
を
確
認
。
協
定
変
更
に
伴
う
協
議
で
国
土
交
通

省
は
十
七
年
度
上
半
期
で
の
調
査
終
了
を
要
望
。
ま
た
、
調
査
工
程

に
つ
い
て
は
、
橋
台
建
設
に
着
手
で
き
る
よ
う
本
線
北
側
を
優
先
的

に
終
え
る
こ
と
、
年
度
ご
と
の
調
査
区
域
に
つ
い
て
は
調
査
完
了
後

に
明
け
渡
す
こ
と
を
併
せ
て
要
望
さ
れ
、
承
諾
。

【
奈
良
】
掘
立
柱
建
物
　
☆
官
衛
建
物
群
の
調
査

平
成
十
四
年
度
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久
留
倍
第
三
次
本
調
査
　
（
一
万
二
千
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。
横

方
向
を
揃
え
た
大
型
の
掘
立
柱
建
物
群
と
、
そ
れ
ら
と
は
向
き
は
違

う
が
正
倉
と
見
ら
れ
る
四
間
×
三
間
の
総
柱
建
物
一
棟
と
区
画
溝
を

確
認
。
い
ず
れ
も
奈
良
時
代
と
み
ら
れ
る
が
、
正
倉
が
後
出
す
る
。

掘
立
柱
建
物
群
は
、
豪
族
の
居
宅
の
可
能
性
。
地
元
説
明
会
　
（
平
成

十
九
年
供
用
開
始
等
）
　
を
実
施
。
北
勢
バ
イ
パ
ス
大
矢
知
地
区
起
工

式
　
（
十
一
月
十
六
日
）
。
計
画
路
線
内
工
事
一
部
着
手
。

【
奈
良
】
　
掘
立
柱
建
物
・
区
画
溝
☆
正
倉
院
、
官
衛
建
物
群
の
調
査

平
成
十
五
年
度

久
留
倍
第
四
次
本
調
査
　
（
一
万
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。
正
倉
院

跡
を
検
出
。
こ
れ
に
伴
い
、
保
存
協
議
の
必
要
性
が
生
じ
た
と
判
断

し
、
調
査
計
画
を
変
更
し
、
他
の
郡
簡
閲
連
遺
構
の
有
無
を
確
認
す

る
た
め
の
範
囲
確
認
調
査
を
行
う
。
結
果
、
大
型
の
柱
掘
形
を
持
ち
、

企
画
的
に
配
置
さ
れ
た
掘
立
柱
建
物
四
〇
棟
ほ
ど
を
検
出
。
十
一
月

二
十
四
日
と
十
二
月
二
十
四
日
の
調
査
指
導
委
員
会
で
官
衝
政
庁
と

付
属
施
設
と
判
断
。
六
月
一
十
六
日
、
第
二
回
三
者
協
議
。
保
存
を

視
野
に
入
れ
た
調
査
方
針
に
変
更
す
る
旨
確
認
。
十
月
二
十
一
日
、

国
土
交
通
省
（
北
勢
国
道
事
務
所
）
・
県
教
委
・
市
教
委
・
市
都
市

整
備
部
で
保
存
協
議
。
既
成
道
路
と
バ
イ
パ
ス
道
路
を
結
ぶ
道
路
（
ラ

ン
プ
）
　
が
工
法
変
更
に
よ
る
保
存
方
法
を
探
る
上
で
障
害
と
な
る
。

十
一
月
七
日
、
第
三
回
三
者
協
議
。
保
存
協
議
の
進
捗
を
に
ら
み
な

が
ら
今
後
の
調
査
方
針
（
路
線
内
の
正
倉
調
査
）
　
を
確
認
。
久
留
倍

遺
跡
を
除
く
計
画
路
線
内
の
工
事
着
手
。

【
奈
良
】
掘
立
柱
建
物
・
区
画
溝
（
政
庁
・
正
倉
院
）
　
☆
政
庁
域
、

正
倉
院
の
調
査

平
成
十
六
年
度

久
留
倍
第
五
次
発
掘
調
査
　
（
一
千
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。
四
月

二
十
五
日
、
市
教
委
主
催
　
現
地
説
明
会
を
実
施
。

平
成
十
七
年
度

第
六
次
発
掘
調
査
　
（
五
千
八
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）

【
奈
良
】
　
掘
立
柱
建
物
・
井
戸

第
七
次
発
掘
調
査
　
（
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

【
奈
良
】
　
掘
立
柱
建
物

平
成
十
八
年
一
月
二
十
八
日
　
現
地
説
明
会
を
実
施
。



ー277－

器量誓藷謹告とした建物群（二 　　輝群‾囲田川 

≒：∴∴∵　　一 

干　　　　　　　　　瓢鴫　　　　にニ 
敏）嬉Iso鯖18 0． 、一・一こ ，、‾ノ 

）へ　j　　　　r　　i　′ ���� � 

）◇　　○ 

㊥ ���8　　0 

1 後 �電 子 

勧 ��� 
l � 

ここここ｝ “、仁7o � 

Ⅱ期遺稿配置図

e 薄 雪 へ 護 �／Ⅲ期一正倉院（8世紀後半一9世紀末） 鴎 　58437・ ○∴P∴＝ i劃…S抑9 ����ミ・二 、二－－一、、／ ／ 

○。　71 �� 

濁度 ��� 

撃触 寒露 
S剛謄Sm BO能＿・＼ ��掴 �／ 

）等　o 扮 ��‾＼ � �iI i l �� � 

＼　一一＿ 

□… l口調・各 回園…”〃 ■…錐 �多情 ○ニー rq SB90▲ ��　ー－一一一、 S剛少 ．騒懸 

⊂ここ＝i Iコ5品 �� 

Ⅲ期遺稿配置図

平
成
十
八
年
度

第
八
次
発
掘
調
査
　
（
二
千
一
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

【
奈
良
】
掘
立
柱
建
物
・
区
画
溝
　
☆
政
庁
域
の
調
査

第
九
次
発
掘
調
査
　
（
二
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

【
奈
良
】
　
掘
立
柱
建
物

十
一
月
十
一
日
現
地
説
明
会
を
実
施
。

平
成
二
十
年
度

第
一
〇
次
発
掘
調
査
　
（
一
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

【
奈
良
】
　
掘
立
柱
建
物

第
二
次
　
二
千
二
一
七
平
方
メ
ー
ト
ル

第
一
二
次
一
千
三
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

【
奈
良
】
　
掘
立
柱
建
物
　
☆
政
庁
域
の
調
査

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
一
日
現
地
説
明
会
を
実
施
。

平
成
二
十
一
年
度

第
一
三
次
発
掘
調
査

第
一
四
次
発
掘
調
査

【
奈
良
】
　
掘
立
柱
建
物

第
一
五
次
発
掘
調
査

【
奈
良
】
　
ピ
ッ
ト

第
一
六
次
発
掘
調
査

【
奈
良
】
　
掘
立
柱
建
物

（
二
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

（
二
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

（
五
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

（
五
七
一
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

☆
政
庁
域
の
調
査

平
成
二
十
一
年
一
〇
月
一
〇
日
現
地
説
明
会
を
実
施
。

第
一
七
次
発
掘
調
査
　
（
一
千
三
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

平
成
二
十
二
年
三
月
一
三
日
現
地
説
明
会
を
実
施
。
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三
、
史
跡
指
定
の
経
過
（
新
聞
報
道
に
よ
る
）

①
指
定
ま
で

平
成
十
六
年
五
月
十
三
日
　
第
一
回
五
者
協
議
（
国
土
交
通
省
・
県

土
木
整
備
部
・
県
教
育
委
員
会
・
四
日
市
市
都
市
整
備
部
・
同

市
教
育
委
員
会
）

第
二
回
六
月
三
日
　
第
三
回
六
月
二
十
八
日

五
月
十
八
日
　
記
者
会
見

井
上
哲
夫
市
長
「
道
路
整
備
と
遺
跡
保
存
を
両
立
さ
せ
る
道
が

な
い
か
模
索
し
て
い
る
」

九
月
十
日
　
市
議
会
本
会
議

坂
田
博
・
都
市
整
備
部
長
　
「
国
・
県
・
市
の
担
当
者
で
対
応
を

協
議
中
だ
が
、
市
と
し
て
は
遺
跡
を
ま
た
い
で
保
存
で
き
る
工

法
を
国
交
省
な
ど
関
係
機
関
に
提
案
し
て
い
き
た
い
」

九
月
十
四
日
　
市
議
会
本
会
議

市
教
育
長
「
政
庁
と
正
倉
院
が
一
体
で
見
つ
か
っ
た
国
史
跡
級

の
遺
跡
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
度
中
に
範
囲
確
定

の
調
査
を
行
い
、
〇
六
年
度
に
国
史
跡
の
指
定
を
得
た
い
」

一
二
月
八
日
　
「
ト
ン
ネ
ル
形
式
提
案
」
　
「
久
留
倍
遺
跡
保
存
求
め

署
名
提
出
」
　
「
保
存
を
要
望
す
る
会
」
　
（
事
務
局
・
山
中
章
三
重

大
学
人
文
学
部
教
授
）
　
八
千
〇
二
二
人
分
の
署
名
を
市
長
・
市

教
育
長
に
提
出
。
「
国
の
史
跡
と
し
て
十
分
に
価
値
が
あ
る
」

「
上
に
道
路
を
通
し
た
ら
、
遺
跡
の
景
観
が
台
無
し
に
な
る
」

「
道
路
を
地
下
化
す
る
こ
と
が
、
共
存
に
は
最
も
有
効
だ
」

十
二
月
十
日
　
「
高
架
橋
建
設
で
共
存
」
　
県
教
委
「
四
日
市
市
が

示
し
て
い
る
高
架
橋
に
よ
る
共
存
案
が
妥
当
」
　
（
文
化
庁
「
国
の

史
跡
に
指
定
す
る
価
値
が
あ
り
、
保
存
を
」
）
　
久
留
倍
遺
跡
の
保

存
を
要
望
す
る
会
（
山
中
章
三
重
大
人
文
学
部
教
授
）
　
「
保
存
決

定
表
明
は
あ
り
が
た
い
。
し
か
し
、
高
架
橋
と
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
差
は
数
一
〇
億
円
と
聞
い
て
お
り
可
能
。
数
一
〇
年
先
の
建

設
な
の
で
、
粘
り
強
く
ト
ン
ネ
ル
工
事
保
存
を
訴
え
て
い
く
」

十
二
月
二
十
一
日
　
大
矢
知
地
区
連
合
自
治
会
が
市
長
に
要
望
書

と
質
問
状
を
提
出
　
「
地
元
へ
の
相
談
が
一
切
な
い
」
　
「
曲
が
っ

た
道
に
は
同
調
で
き
な
い
」
　
「
県
や
市
は
、
一
日
も
早
く
道
路

を
造
る
た
め
に
地
元
を
犠
牲
に
し
て
い
る
」
　
「
遺
跡
を
残
す
こ

と
に
は
反
対
は
し
な
い
が
、
道
路
は
真
す
ぐ
に
し
て
も
ら
う
の

が
最
低
限
の
要
求
だ
」
　
「
そ
の
た
め
な
ら
、
道
路
の
完
成
時
期

が
遅
れ
て
も
仕
方
が
な
い
」

市
都
市
整
備
部
「
地
元
と
の
協
調
ム
ー
ド
が
な
け
れ
ば
建
設
は

で
き
な
い
。
な
し
崩
し
で
促
進
す
る
つ
も
り
は
な
い
」

平
成
十
七
年
　
（
二
〇
〇
五
）
　
二
月
二
十
二
日
　
市
議
会
本
会
議

市
長
「
市
の
負
担
は
五
億
円
程
度
で
や
り
た
い
」
　
「
北
勢
バ
イ

パ
ス
の
一
刻
も
早
い
供
用
を
望
ん
で
い
る
が
、
こ
の
遺
跡
を
保

存
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
意
義
が
深
い
」
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三
月
二
十
四
日
　
北
勢
バ
イ
パ
ス
で
地
元
合
意

大
矢
知
地
区
連
合
自
治
会
（
伊
藤
峯
雄
会
長
）
　
「
遺
跡
の
保
存

と
道
路
の
両
立
を
考
え
た
ら
、
こ
れ
で
妥
協
す
べ
き
だ
」

市
都
市
整
備
部
「
今
後
の
道
路
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
、
地
元

の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
た
い
」

平
成
十
八
年
一
月
一
七
日

久
留
倍
遺
跡
調
査
整
備
指
導
委
員
会
（
委
員
長
＝
八
賀
晋
三
重

大
名
誉
教
授
）
発
足

二
月
二
十
八
日
　
市
議
会
本
会
議

市
教
育
長
、
遺
跡
の
国
史
跡
指
定
を
文
部
科
学
相
宛
に
申
請

（二・六付）。

五
月
一
十
九
日
　
国
の
文
化
審
議
会
答
申

「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
」
　
国
史
跡
に

七
月
二
十
八
日
　
久
留
倍
官
街
遺
跡
（
三
重
県
四
日
市
市
大
矢
知

町
字
矢
内
谷
、
宇
久
留
倍
）
史
跡
指
定
官
報
告
示

【
指
定
理
由
】
　
四
日
市
市
内
の
北
部
、
丘
陵
の
東
先
端
部
に
位
置

す
る
古
代
の
官
街
遺
跡
。
多
数
の
掘
立
柱
建
物
を
検
出
し
た
。
検

出
し
た
遺
構
は
大
き
く
－
期
か
ら
Ⅲ
期
に
分
け
ら
れ
、
I
期
は
正

殿
、
脇
殿
等
を
整
然
と
配
置
す
る
政
庁
、
Ⅱ
期
は
長
大
な
東
西
棟

建
物
群
、
Ⅲ
期
は
倉
庫
群
か
ら
な
る
正
倉
院
と
、
時
期
に
よ
り
異

な
っ
た
性
格
を
示
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
遺
構
群
は
全
て
東
を
正

面
と
す
る
点
が
特
徴
と
な
る
。
そ
の
他
、
丘
陵
の
北
東
斜
面
部
に

も
同
様
に
I
～
Ⅲ
期
の
変
遷
を
た
ど
る
掘
立
柱
建
物
群
が
あ
り
、

館
や
厨
と
し
て
の
機
能
が
想
定
で
き
る
。

久
留
倍
官
衝
遺
跡
は
官
街
の
政
庁
や
正
倉
院
等
が
時
期
ご
と
に

場
所
を
違
え
て
展
開
す
る
も
の
で
、
古
代
伊
勢
国
朝
明
郡
衝
跡
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
壬
申
の
乱
の
際
に
大
海
人
皇
子
　
（
後
の
天

武
天
皇
）
　
が
朝
明
郡
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
と
の
関
係
に
も
注
目
さ
れ
る
。

久
留
倍
官
衝
遺
跡
は
官
衝
遺
構
を
そ
の
規
模
、
配
置
等
が
明
確

な
形
で
検
出
し
、
政
庁
、
正
倉
院
等
が
明
瞭
に
把
握
で
き
る
点
で

貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
代
国
家
の
地
方
支
配
体
制
が
具
体
的

に
示
す
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

（
市
教
委
発
行
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
）

②
指
定
後

平
成
十
八
年
一
一
月
一
〇
日

国
史
跡
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
」
　
に
案
内
板
「
国
史
跡
　
久
留
倍
官

衝
遺
跡
　
大
矢
知
歴
史
散
歩
」
久
留
倍
官
衝
遺
跡
を
考
え
る
会
（
古

市
徹
郎
会
長
）
　
と
住
民
有
志

平
成
十
九
年
七
月
一
十
七
日

国
史
跡
「
久
留
倍
官
衛
遺
跡
」
整
備
基
本
計
画
を
市
教
委
が
公
表

平
成
二
十
年
二
月
十
日

『
久
留
倍
官
衝
遺
跡
と
朝
明
郡
』
出
版
（
考
え
る
会
・
井
上
佳
和

会長）
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③
全
国
の
動
き
　
（
新
聞
報
道
・
県
の
資
料
に
よ
る
）

平
成
十
六
年
四
月
一
七
日

日
本
考
古
学
協
会
　
現
地
見
学

五
月
二
十
三
日
　
日
本
考
古
学
協
会
「
四
日
市
市
久
留
倍
遺
跡
の

保
存
要
望
決
議
」
を
文
化
庁
長
官
・
国
土
交
通
省
大
臣
・
三
重

県
知
事
・
三
重
県
教
育
長
・
四
日
市
市
長
・
四
日
市
市
教
育
長

に
提
出

五
月
二
十
六
日
　
久
留
倍
遺
跡
の
保
存
を
要
望
す
る
研
究
者
の
会

か
ら
「
三
重
県
四
日
市
市
久
留
倍
遺
跡
の
保
存
に
向
け
て
の
ア

ピ
ー
ル
」
を
県
知
事
・
四
日
市
市
長
・
県
教
育
長
・
四
日
市
市

教
育
長
・
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
局
長
宛
提
出

五
月
二
十
八
日
　
日
本
考
古
学
協
会
が
四
日
市
市
長
・
市
教
育
長

に
　
「
三
重
県
久
留
倍
遺
跡
の
保
存
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出

六
月
二
十
一
日
　
回
答

四
日
市
市
長
「
久
留
倍
遺
跡
と
北
勢
バ
イ
パ
ス
事
業
の
共
存
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
議
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
」

市
教
育
長
「
遺
跡
の
重
要
性
に
鑑
み
、
現
在
、
遺
跡
保
存
と
北

勢
バ
イ
パ
ス
建
設
と
の
共
存
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
検
討
を
行

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
」
　
「
三
重
県
教
育
委
員
会
や
専
門
の

研
究
者
の
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
遺
跡
の
解
明
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
度
の
発
掘
成

果
の
公
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
六
年
四
月
十
三
日
記
者

発
表
を
、
同
四
月
二
十
五
日
に
現
地
説
明
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
」

五
月
二
十
八
日
　
日
本
考
古
学
協
会
　
「
三
重
県
久
留
倍
遺
跡
の

保
存
に
関
す
る
要
望
書
」
を
三
重
県
に
提
出

六
月
十
八
日
回
答

県
知
事
「
久
留
倍
遺
跡
と
北
勢
バ
イ
パ
ス
事
業
の
共
存
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
で
調
整
を
し
、
方
向
性
が
定
め
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
」

県
教
育
長
「
久
留
倍
遺
跡
の
適
切
な
保
存
と
道
路
の
円
滑
な
建

設
を
目
指
し
て
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
」
　
「
四
日
市
市

教
育
委
員
会
が
行
う
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
適
切
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
」

六
月
十
三
日
　
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
か
ら
　
「
三
重
県
久
留
倍

遺
跡
保
存
に
関
す
る
決
議
」
が
、
文
化
庁
長
官
・
国
土
交
通
大

臣
・
三
重
県
知
事
・
三
重
県
教
育
長
・
四
日
市
市
市
長
・
四
日

市
市
教
育
長
宛
提
出
さ
れ
る
。

六
月
十
四
日
　
大
阪
歴
史
学
会
よ
り
　
「
久
留
倍
遺
跡
の
保
存
に
関

す
る
要
望
書
」
が
県
知
事
・
県
教
育
長
宛
提
出
さ
れ
る
。

四
、
久
留
倍
遺
跡
調
査
整
備
指
導
委
員
会
（
市
教
委
資
料
に
よ
る
）

庁
内
に
　
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
」
を
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
す
る

た
め
、
整
備
基
本
計
画
の
策
定
、
整
備
事
業
、
整
備
後
の
公
開
・
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活
用
事
業
、
そ
の
他
関
連
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
「
久
留
倍
遺

跡
保
存
活
用
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
た
。

そ
の
上
で
、
専
門
家
の
指
導
、
助
言
等
を
仰
ぐ
た
め
　
「
久
留
倍
遺

跡
調
査
整
備
指
導
委
員
会
」
　
（
委
員
長
・
八
賀
晋
三
重
大
学
名
誉

教
授
）
を
設
置
し
た
。
委
員
長
を
含
め
五
名
の
専
門
家
に
委
員
を

委
嘱
し
た
。

平
成
十
八
年
一
月
十
七
日

八
月
三
十
一
日

十
二
月
八
日

平
成
十
九
年
三
月
十
三
日

第
一
回
委
員
会

第
二
回
委
員
会

第
三
回
委
員
会

第
四
回
委
員
会

な
お
、
市
民
の
意
見
募
集
を
行
う
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
左

記
の
よ
う
に
実
施
し
た
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

平
成
十
八
年
六
月
十
五
日
～
六
月
二
十
一
日

・
「
国
史
跡
久
留
倍
官
衝
遺
跡
整
備
基
本
計
画
（
案
）
」
　
の
意
見
募
集

九
月
五
日
～
十
月
四
日

結
果
、
二
件
（
関
心
の
無
さ
か
、
周
知
方
法
の
問
題
か
）
　
の
意

見
が
あ
っ
た
。
特
に
　
「
意
見
に
対
す
る
考
え
方
」
　
の
中
で
、
長
文
の

も
の
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

「
北
勢
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
上
に
位
置
し
て
い
た
久
留
倍
遺
跡
で
す

が
、
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
に
お
い
て
、
日
本
の
歴
史
を

考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
国

土
交
通
省
も
こ
の
遺
跡
の
価
値
を
認
め
、
大
幅
な
設
計
変
更
を
行
う

中
で
、
高
架
橋
に
よ
る
遺
跡
保
存
、
こ
れ
が
道
路
と
遺
跡
の
共
存
の

た
め
に
一
番
妥
当
な
方
法
で
あ
る
と
し
、
県
教
育
委
員
会
及
び
文
化

庁
と
協
議
し
て
、
最
終
的
に
文
化
庁
が
認
め
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

設
計
変
更
を
受
け
て
国
の
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
市

に
お
い
て
は
、
そ
の
設
計
に
基
づ
き
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ご
意
見
に
あ
る
ル
ー
ト
変
更
や
ト
ン
ネ
ル
化

は
実
現
不
可
能
な
た
め
、
高
架
に
よ
る
眺
望
に
つ
い
て
は
、
‰
1
2

（
「
眺
望
の
確
保
に
つ
い
て
可
能
な
方
策
を
検
討
す
る
。
」
と
記
載
し

ま
し
た
。
）
　
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
（
第
四
回
委
員
会
に
て
配

布）
『
久
留
倍
官
街
遺
跡
整
備
基
本
計
画
書
』
平
成
一
九
年
三
月
　
四
日

市
市
教
育
委
員
会
作
成

五
、
地
区
住
民
の
関
心
と
参
加

①
久
留
倍
官
衛
遺
跡
を
考
え
る
会
（
会
長
井
上
佳
和
氏
）
」
が
本
会

よ
り
か
な
り
先
行
（
平
成
十
六
年
八
月
結
成
と
思
わ
れ
る
）
し
て
活

動
し
て
い
る
。

「
考
え
る
会
」
と
の
交
流
が
全
く
な
い
の
で
、
資
料
を
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
及
び
、

会
報
誌
二
冊
を
も
と
に
こ
の
団
体
の
紹
介
を
す
る
。

「
四
日
市
な
や
プ
ラ
ザ
」
　
へ
の
登
録
団
体
の
紹
介
で
は
、
目
的
と
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活
動
内
容
に
つ
い
て
、

「
久
留
倍
遺
跡
は
奈
良
時
代
の
郡
衝
、
正
倉
院
跡
が
発
掘
さ
れ
、
全

国
的
に
も
極
め
て
め
ず
ら
し
い
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
事
が
解
明
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
八
年
七
月
二
十
八
日
に
『
久
留
倍
官

衝
遺
跡
』
と
し
て
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
十
九

年
七
月
に
四
日
市
市
は
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
　
「
整
備
基
本
計
画
」

を
策
定
発
表
し
ま
し
た
。
当
会
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
広
く
地
域
社
会
、

市
民
の
方
々
と
共
に
、
こ
の
大
切
な
文
化
遺
産
を
ど
う
す
べ
き
か
を

考
え
て
、
そ
の
た
め
の
勉
強
会
、
P
R
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
「
壬
申
の
乱
ウ
オ
ー

ク
」
を
四
回
、
記
念
講
演
会
「
伊
勢
湾
を
巡
る
道
」
を
あ
さ
け
プ
ラ

ザ
で
十
月
八
日
（
土
）
　
開
催
、
そ
の
他
、
古
代
生
活
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
」
　
と
あ
る
。

ア
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
十
六
年
九
月
十
九
日
に
、
第
一
回
久
留
倍
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
、
直
木
賞
作
家
永
井
路
子
さ
ん
ら
を
招
増
し
て
、
市
総
合
会
館

で
行
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
七
年
二
月
十
九
日
に
は
、
あ
さ
け
プ
ラ
ザ
で
第
二
回
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
（
財
）
　
岡
田
文
化
財
団
よ
り
助
成
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
あ
と
も
同
財
団
や
三
重
県
、
四
日
市
市
か
ら
も
事

業
に
つ
い
て
助
成
を
受
け
な
が
ら
続
い
て
い
る
。
年
に
一
回
で
は
な

く
、
二
回
の
時
も
あ
る
。
今
年
（
平
成
二
十
四
年
）
は
、
創
設
十
周

年
を
記
念
し
て
、
十
一
月
十
五
日
に
　
「
あ
さ
け
プ
ラ
ザ
」
　
で
　
「
壬
申

の
乱
前
後
の
伊
勢
・
伊
賀
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
く
予
定
で
あ

る。イ
　
「
壬
申
の
乱
ウ
オ
ー
ク
」

「
大
海
人
皇
子
が
進
軍
し
、
聖
武
が
辿
っ
た
道
筋
を
歩
く
こ
と
に

ょ
っ
て
、
往
時
の
歴
史
景
観
に
思
い
を
は
せ
、
彼
等
の
心
に
去
来
し

た
も
の
を
創
造
す
る
夢
を
追
い
求
め
る
」
　
（
開
催
要
項
よ
り
転
載
）

た
め
、
五
〇
回
の
予
定
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

第
一
回
は
、
平
成
十
七
年
十
一
月
十
二
日
で
、
J
R
関
駅
集
合
で

そ
の
周
辺
を
歩
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
名
張
、
加
太
、
吉
野
、
伊

賀
の
道
な
ど
既
に
三
〇
回
を
越
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
か
な
り

実
績
の
あ
る
活
動
だ
。
今
で
も
バ
ス
二
台
分
の
参
加
者
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。

ウ
　
こ
の
他

平
成
十
八
年

十
一
月
十
日
　
「
国
史
跡
　
久
留
倍
官
衛
遺
跡
　
大
矢
知
歴
史
散

歩
」
　
の
案
内
板
設
置

平
成
二
十
年

二
月
十
七
日
　
『
久
留
倍
官
衛
遺
跡
と
朝
明
郡
』
を
発
刊

十
一
月
一
日
　
「
発
刊
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

「
第
一
回
久
留
倍
遺
跡
ま
つ
り
」
を
あ
さ
け
プ
ラ
ザ
で
開
催

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
制
一
二
年
記
念
事
業
「
市
民
が
提
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案
す
る
事
業
」
　
助
成
金
、
平
成
二
十
年
度
文
化
財
保
護
事
業
助
成
金

（
県
費
）
　
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
翌
三
月
に
は
、
市
制
一
一
一

年
記
念
事
業
と
し
て
、
市
長
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
「
久

留
倍
遺
跡
ま
つ
り
」
　
は
第
二
回
が
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
四
日
、

第
三
回
が
、
二
十
二
年
十
一
月
十
三
日
と
続
い
て
い
る
。
特
に
、
第

三
回
は
　
「
せ
ん
と
く
ん
」
を
招
増
し
賑
わ
っ
た
そ
う
だ
。
（
情
報
が
な

い
の
で
漏
れ
て
い
る
活
動
も
あ
る
）

こ
の
会
は
、
常
に
三
重
大
学
人
文
学
部
考
古
学
教
室
　
（
山
中
章
教

授
・
現
名
誉
教
授
）
　
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
ど
こ
が

各
活
動
の
原
案
を
作
成
し
て
、
実
際
に
ど
こ
が
中
心
で
動
い
て
い
る

の
か
は
不
明
で
あ
る
。

「
久
留
倍
遺
跡
運
営
委
員
会
」
　
に
入
会
し
た
こ
ろ
、
同
じ
町
内
に

何
故
二
団
体
あ
る
の
か
不
思
議
に
思
っ
た
が
、
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
、

「
考
え
る
会
」
　
は
研
究
団
体
だ
、
と
い
う
こ
と
で
い
ま
は
納
得
し
て

いる。
「
考
え
る
会
」
自
体
は
H
P
を
も
っ
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
、
「
久

留
倍
官
衝
遺
跡
」
　
で
検
索
す
る
と
よ
い
。
「
y
a
 
a
さ
ん
の
宮
都
研

究
」
　
の
ブ
ロ
グ
は
す
ご
い
。
量
と
い
い
内
容
と
い
い
。
指
導
者
の
山

中
章
三
重
大
学
名
誉
教
授
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
グ
だ
。
一
度

覗
い
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

②
久
留
倍
遺
跡
運
営
委
員
会

私
た
ち
の
会
は
　
「
久
留
倍
遺
跡
運
営
委
員
会
」
　
（
会
長
　
古
市
立

美
大
矢
知
区
長
）
　
と
称
し
、
事
務
局
を
大
矢
知
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

団
体
事
務
局
に
お
い
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
六
月
六
日
に
発
足
し

た
市
民
団
体
で
あ
る
。

本
会
設
立
の
目
的

㈲
四
日
市
市
の
　
「
国
史
跡
　
久
留
倍
官
衝
遺
跡
」
　
の
貴
重
な
文
化
的

史
跡
を
認
識
し
、
今
回
の
　
「
久
留
倍
遺
跡
整
備
計
画
」
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
そ
の
活
用
が
四
日
市
市
新
総
合
計
画
の
基
本
目
標
＝

「
心
豊
か
な
〝
よ
っ
か
い
ち
人
〟
を
育
む
ま
ち
」
を
達
成
す
べ
き
、

市
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
視
点
を
基
に
建
設
的
な
検
討
を
図
り
提
言
、

実
行
を
行
う
こ
と
。

㈲
全
国
的
に
大
変
珍
し
い
こ
の
遺
跡
の
活
用
に
よ
っ
て
、
特
に
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
文
化
的
精
神
を
育
む
と
共
に
、
地
域

住
民
の
遺
跡
へ
の
愛
着
と
連
帯
感
が
醸
成
さ
れ
、
ひ
い
て
こ
れ
が

「
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
」
、
特
に
、
大
矢
知
地
区
を
核
と
し
た
朝
明

川
流
域
の
各
地
区
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
計
り
、
四
日
市
市
の
み

な
ら
ず
、
三
重
県
、
及
び
、
全
国
域
に
ま
で
、
歴
史
文
化
の
情
報
発

信
基
地
が
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
で
あ
る
　
（
第
一
回
運
営
委
員

会
で
の
提
案
内
容
か
ら
）
。

支
援
団
体
は
、
大
矢
知
地
区
連
合
自
治
会
、
大
矢
知
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
、
大
矢
知
地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
推
進
委
員
会
で
あ
る
。

例
会
は
、
月
に
一
度
で
、
基
本
的
に
第
一
金
曜
日
の
夜
に
行
な
っ

て
き
た
が
、
会
員
の
都
合
の
よ
い
第
二
月
曜
日
に
変
更
に
な
っ
て
い
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る
。
場
所
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
2
階
大
会
議
室
が
確
保
さ
れ
て
い

る。

会
則
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
六
日
の
設
立
総
会
後
、
役
員
の
構

成
や
一
部
字
句
の
改
正
が
あ
り
、
最
終
改
正
は
平
成
二
十
六
年
六
月

六
日
で
あ
る
。

本
会
の
活
動
日
的

㈲
本
会
は
、
「
国
史
跡
　
久
留
倍
官
衝
遺
跡
」
　
が
四
日
市
市
の
み
な

ら
ず
国
・
県
に
と
っ
て
も
我
が
国
の
歴
史
上
の
指
標
と
な
る
重
要
史

跡
た
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と

を
使
命
と
す
る
。
特
に
四
日
市
市
の
新
総
合
計
画
に
あ
る
　
「
心
豊
か

な
〝
よ
っ
か
い
ち
人
〟
を
育
む
ま
ち
」
　
づ
く
り
を
達
成
す
る
よ
う
努

める。
㈲
「
国
史
跡
　
久
留
倍
官
街
遺
跡
」
　
が
郷
土
の
誇
り
で
あ
り
、
我
が

国
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
郷
土
愛
を
育
む
と
と
も

に
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に
そ
の
醸
成
に
努
め
る
。

㈲
更
に
、
こ
の
機
会
に
、
久
留
倍
遺
跡
を
核
と
し
た
周
辺
地
域
の
遺

跡
、
文
化
資
産
及
び
関
連
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
な
が

ら
、
四
日
市
市
の
み
な
ら
ず
広
く
三
重
県
に
至
る
全
国
域
に
ま
で
、

歴
史
文
化
の
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
も
大
き
な
目
標
で
あ
る
。

と
、
設
立
の
趣
旨
に
沿
っ
て
会
則
に
明
記
し
た
。

二
十
四
年
度
総
会
　
（
三
月
九
日
）
　
で
改
正
が
あ
り
、
第
三
号
は
　
「
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
遺
跡
を
通
し
て
大
矢
知
地
区
を
核
と
し
て
朝
明
川

流
域
の
各
地
区
は
も
と
よ
り
、
四
日
市
市
の
み
な
ら
ず
、
三
重
県
に

至
る
全
国
域
に
ま
で
、
歴
史
文
化
の
情
報
発
信
が
で
き
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
あ
る
」
　
と
し
た
の
に
、
な
ぜ
か
三
カ
月
後
に
は
元
に
戻
っ

て
い
る
。
具
体
的
な
活
動

㈲
史
跡
整
備
の
進
捗
に
と
も
な
い
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
整
備
に

つ
い
て
提
言
し
て
い
く
。

市
に
は
、
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
整
備
検
討
委
員
会
　
（
委
員
長
　
山

中
章
三
重
大
学
名
誉
教
授
）
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
で
討
議
さ
れ

て
い
る
。
本
会
か
ら
は
、
当
時
の
役
職
で
、
会
長
・
事
務
局
長
・
書

記
の
三
名
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
現
在
は
、
本

会
の
会
長
が
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

整
備
委
員
会
の
様
子
は
、
月
例
会
で
会
長
ま
た
は
現
在
出
席
し
て
い

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
副
会
長
か
ら
報
告
が
あ
る
。
ま
た
、
社
会
教
育

課
か
ら
も
毎
回
例
会
に
出
席
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
質
疑
応
答
は

可
能
で
あ
る
。

㈲
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

発
足
し
た
二
十
三
年
か
ら
会
を
挙
げ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
久
留
倍
遺
跡
ま
つ
り
」
と
称
し
、
年
一
回
の
開
催
を
続
け
て
い
る
。

主
会
場
と
し
て
下
之
宮
町
　
（
大
矢
知
地
区
内
）
　
「
あ
さ
け
プ
ラ
ザ
」

を
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
概
ね
記
述
す
る
と
、

第
一
回
　
二
十
三
年
十
二
月
三
日
　
（
土
）
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午
前
の
部
　
古
代
衣
装
隊
と
歩
く
壬
申
の
乱
ウ
オ
ー
ク

「
久
留
倍
官
衛
遺
跡
」
と
主
会
場
の
あ
さ
け
プ
ラ
ザ

間
。
自
前
の
古
代
衣
装
は
、
次
年
度
か
ら
と
い
う
事

で
、
初
年
度
は
奈
良
で
借
用
し
た
。

午
後
の
部
　
「
街
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

一
、
式
内
社
長
倉
神
社
の
　
「
雅
楽
演
奏
」
　
「
稚
児
舞
」

二
、
講
演
会

1
　
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
発
掘
調
査
か
ら
考
え
る

古
代
生
活
」

市
教
委
社
会
教
育
課
　
学
芸
員
　
清
水
政
宏
氏

2
　
「
壬
申
の
乱
」
・
「
聖
武
天
皇
東
国
行
幸
」
と

久
留
倍
官
衛
遺
跡

皇
撃
館
大
学
　
教
授
　
岡
田
登
氏

3
　
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
か
ら
考
え
る
街
づ
く
り
」

前
県
教
委
文
化
財
保
護
室
長
　
山
田
猛
氏

第
二
回
　
二
十
四
年
十
一
月
十
日
（
土
）

午
前
の
部
　
第
一
回
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

町
内
の
歴
史
的
文
化
遺
産
十
二
ポ
イ
ン
ト
を
巡
る
。

午
後
の
部
　
模
擬
店
「
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
（
大
矢
知
の
乾
麺
）
」

社
協
婦
人
部
・
「
餅
つ
き
コ
ー
ナ
ー
」
社
協
体
育
部

一
、
遺
跡
の
現
場
写
真
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
市
教
委
学

芸
員
の
協
力
）

二
、
古
代
衣
装
発
表
会
（
町
内
の
和
裁
が
得
意
な
方

達
の
手
作
り
衣
装
）

三
、
講
演
会

1
　
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
と
そ
の
展
開
」

古
代
史
家
・
市
立
博
物
館
主
幹
　
堀
越
光
信
氏

2
　
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
の
活
用
と
整
備
」

前
県
教
委
文
化
財
保
護
室
長
　
山
田
猛
氏

四
、
大
矢
知
の
獅
子
舞

五
、
「
久
留
倍
山
防
災
寸
劇
」
　
（
町
内
女
性
有
志
）
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第
三
回
　
二
十
五
年
十
一
月
十
日
　
（
日
）

午
前
の
部

午
後
の
部

第
二
回
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
街
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

一
、
古
代
衣
装
発
表
会

二
、
講
演
会

1
　
「
公
園
化
構
想
」

教
委
社
会
教
育
課
学
芸
員
　
清
水
政
宏
氏

2
　
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
公
園
化
保
存
の
意
義
」

皇
撃
館
大
学
　
教
授
　
岡
田
登
氏

三
、
「
諏
訪
太
鼓
」
　
（
出
演
依
頼
）

第
四
回
を
二
十
六
年
十
一
月
十
六
日
　
（
日
）
　
に
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
聖
武
務
天
皇
条
に
　
「
七
夕
」
　
が
初
見
さ
れ
て
い
る

の
に
ち
な
み
、
二
十
四
年
八
月
七
日
夜
、
現
地
に
キ
ャ
ン
ド
ル
フ

ァ
イ
ヤ
ー
を
配
し
、
「
古
代
七
夕
祭
り
と
星
空
観
察
会
」
　
を
実
施
し

た
。
詩
を
詠
ん
で
大
竹
に
飾
り
付
け
を
し
た
。
併
せ
て
、
市
博
物
館

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
車
「
さ
ら
ら
号
」
　
に
来
て
も
ら
い
、
星
空
観
察

会
も
行
な
っ
た
。

㈲
「
久
留
倍
官
衛
遺
跡
」
な
ら
び
に
関
連
し
た
歴
史
的
背
景
及
び
関

連
遺
跡
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
す
す
め
る
。

例
会
に
は
、
市
教
委
社
会
教
育
課
長
は
じ
め
、
二
人
の
学
芸
員
も

参
加
し
て
お
り
、
「
久
留
倍
遺
跡
の
弥
生
時
代
」
　
に
つ
い
て
、
「
古

墳
時
代
の
久
留
倍
遺
跡
」
、
「
新
聞
報
道
か
ら
見
た
久
留
倍
官
街
道

跡
」
、
「
整
備
事
業
の
具
体
的
日
程
」
、
「
久
留
倍
官
衛
遺
跡
」
　
の
遺
物

に
つ
い
て
で
は
土
師
器
や
須
恵
器
に
触
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

本
会
と
し
て
も
、
自
主
学
習
会
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
教
委
と

重
複
す
る
内
容
も
あ
る
が
、
今
は
日
本
古
典
文
学
大
系
の
　
『
日
本
書

紀
』
や
新
訂
増
補
国
史
大
系
の
　
『
続
日
本
紀
』
を
現
代
語
訳
と
読
み

合
わ
せ
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
よ
り
よ
い
市
民
に
親
し
ま
れ
る
史
跡
公
園
に
な
る
よ
う
整

備
の
方
法
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
学
習
す
る
た
め
に
、
平
成
二
十
四

年
五
月
十
七
日
に
岐
阜
県
（
美
濃
国
）
　
へ
視
察
研
修
に
出
か
け
た
。

不
破
の
関
、
美
濃
国
分
寺
、
弥
勒
寺
官
衛
遺
跡
な
ど
を
見
学
し
た
。

六
月
三
日
に
は
す
で
に
伝
統
と
な
っ
て
い
る
　
「
斎
王
ま
つ
り
」
を
見

学
し
、
周
囲
の
整
備
状
況
な
ど
を
視
察
し
た
。
平
成
二
十
五
年
度
は

近
江
国
、
平
成
二
十
六
年
度
は
伊
賀
国
へ
と
関
連
史
跡
・
施
設
を
見

学
視
察
し
、
市
の
整
備
検
討
委
員
会
へ
の
提
言
も
行
っ
て
き
て
い
る
。

㈲
遺
跡
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
協
力
す
る
。

会
員
に
よ
る
自
発
的
な
草
刈
り
を
現
地
に
て
二
回
実
施
し
た
。
さ

ら
に
、
雨
天
後
の
土
砂
の
流
出
な
ど
、
地
元
住
民
の
生
活
に
直
接
影

響
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
市
教
委
へ
連
絡
し
、
対
処
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
取
組
が
大
切

に
な
っ
て
来
る
。

㈲
関
連
団
体
と
の
連
携
を
進
め
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
三
重
県
内
外
の
団
体
と
の
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
化
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。

㈲
遺
跡
ガ
イ
ド
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
会
に
社
会
教
育
課
長
と
学
芸
員
さ
ん

が
二
人
出
席
し
、
毎
回
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
」
　
の
発
掘
調
査
結
果
や

時
代
背
景
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
る
。

本
会
と
し
て
は
、
地
元
の
　
「
久
留
倍
官
衛
遺
跡
」
と
は
何
ぞ
や
と

い
う
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、
町
内
　
（
当
初
会
員
は
大
矢
知
町
内
の
方

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
）
　
に
広
め
て
ほ
し
い
か
ら
自
主
学
習
会
を
続

け
て
い
る
。

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
大
先
輩
か
ら
い
た
だ
い
た
『
大
矢
知

村
村
誌
明
治
二
十
年
十
二
月
　
戸
長
役
場
』
　
（
四
日
市
市
立
図
書
館
）

と
『
伊
勢
国
朝
明
郡
大
矢
知
村
地
籍
全
固
　
明
治
二
十
一
年
十
二
月
』

（
三
重
県
立
図
書
館
）
　
の
コ
ピ
ー
だ
っ
た
。
大
矢
知
興
譲
小
学
校
の

運
動
場
隅
に
あ
る
　
「
興
譲
館
」
　
に
も
コ
ピ
ー
が
残
存
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
垂
坂
村
ほ
か
数
か
村
の
村
誌
が
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、

雨
漏
り
な
ど
が
ひ
ど
く
、
校
長
室
に
移
し
替
え
て
も
ら
っ
た
。

ま
ず
、
「
自
分
た
ち
の
町
の
こ
と
か
ら
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

事
で
始
め
た
。
特
に
、
地
籍
図
は
大
判
な
の
で
数
枚
に
コ
ピ
ー
し
た

も
の
を
各
自
で
貼
り
合
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。
小
字
名
を
見
て
　
「
住
ん

ど
る
の
こ
こ
や
」
　
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
上
が
り
、
ス
タ
ー
ト
と

し
て
は
上
々
だ
っ
た
と
思
う
。
「
現
地
で
学
ぶ
」
　
「
現
地
か
ら
学
ぶ
」

で
あ
る
。
「
朝
明
郡
」
は
壬
申
の
乱
や
聖
武
天
皇
東
国
行
幸
の
こ
と
が

『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
に
登
場
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
史

料
を
例
会
ご
と
に
そ
の
分
だ
け
印
刷
し
て
学
習
を
進
め
て
き
て
い
る
。

「
六
国
史
」
、
「
官
衝
遺
跡
」
等
に
つ
い
て
も
学
習
し
て
き
た
。

㈲
そ
の
他
目
標
達
成
の
た
め
の
活
動

町
内
の
数
カ
所
で
、
市
教
委
に
よ
る
出
前
授
業
を
「
考
え
る
会
」

主
催
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
全
地
区
へ
入
っ
て
「
久
留
倍
官
街
遺
跡
」

に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
場

合
、
夜
間
だ
ろ
う
し
、
講
師
を
見
つ
け
る
の
に
難
し
い
。
現
在
、
例
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会
出
席
者
は
二
〇
数
名
で
あ
る
。
会
員
を
増
や
す
の
は
別
に
し
て
、

だ
れ
で
も
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
」
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
。
何
点
か
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
月
二
回
発
行

の
　
「
市
民
セ
ン
タ
ー
た
よ
り
」
　
に
少
し
で
も
い
い
か
ら
ス
ペ
ー
ス
を

も
ら
い
、
「
久
留
倍
官
衛
遺
跡
」
　
を
平
易
な
文
章
で
書
き
続
け
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
承
認
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
「
セ
ン
タ
ー
た
よ
り
」

は
各
地
区
へ
数
枚
ず
つ
配
布
さ
れ
る
そ
う
だ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
も
広

が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
、
整
備
事
業
の
進
展
と
課
題

①
事
業
計
画

久
留
倍
官
衝
遺
跡
整
備
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
（
市
教
委
H
P
よ
り
）

（設置）

第
1
条
　
こ
の
要
綱
は
、
国
指
定
史
跡
久
留
倍
官
街
遺
跡
の
整
備
の

た
め
に
設
置
す
る
久
留
倍
官
衝
遺
跡
整
備
検
討
委
員
会
（
以
下
「
委

員
会
」
　
と
い
う
。
）
　
の
組
織
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

する。（所
掌
事
項
）

第
2
条
　
委
員
会
は
次
の
事
項
を
所
掌
す
る
。

（
1
）
久
留
倍
官
衝
遺
跡
整
備
事
業
に
係
る
基
本
設
計
、
実
施
設
計

及
び
施
工
に
関
す
る
こ
と

（
2
）
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
整
備
事
業
に
関
し
必
要
な
事

項
に
関
す
る
こ
と
。
（
以
下
省
略
）

第
一
回
久
留
倍
官
衝
遺
跡
整
備
検
討
委
員
会

平
成
二
十
三
年
七
月
六
日

第
二
回
整
備
検
討
委
員
会

第
三
回
整
備
検
討
委
員
会

第
四
回
整
備
検
討
委
員
会

第
五
回
整
備
検
討
委
員
会

第
六
回
整
備
検
討
委
員
会

第
七
回
整
備
検
討
委
員
会

第
八
回
整
備
検
討
委
員
会

第
九
回
整
備
検
討
委
員
会

第
十
回
整
備
検
討
委
員
会

八
月
八
日

九
月
二
四
日

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
三
日

十
一
月
五
日

平
成
二
十
五
年
二
月
三
日

八
月
二
十
七
日

平
成
二
十
六
年
二
月
九
日

八
月
二
十
六
日

十
一
月
二
十
四
日

（
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
展
示
内
容
に
つ
い
て
）

（
基
本
設
計
書
素
案
）
　
に
対
す
る
意
見
募
集

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日
～
九
月
九
日

結
果
、
三
一
人
一
九
八
件
　
十
二
月
九
日
公
表

・
復
元
に
つ
い
て
は
、
第
三
回
委
員
会
で
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
（
社
会
教
育
課
作
成
の
議
事
録
よ
り
）

（前略）

A
委
員
「
I
期
の
八
脚
門
に
つ
い
て
は
、
復
元
に
な
っ
て
い
る
が
、

あ
ま
り
面
白
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
門
で
あ
る
か
ら
全
国
的
に

復
元
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
も
の
に
な
る
と
思
う
。
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ま
た
、
派
手
さ
も
な
い
。
管
理
面
や
復
元
の
費
用
、
文
化
庁
の
復

元
検
討
委
員
会
に
出
す
手
続
き
上
の
事
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

復
元
は
重
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
（
中
略
）
今
考
え
ら
れ
て
い
る

八
脚
門
復
元
の
予
算
は
膨
大
な
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
を
柱
だ
け
に
し
て
、
そ
の
差
額
分
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
の
方
へ
廻
し
て
は
ど
う
か
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
L

B
委
員
「
（
前
略
）
A
委
員
の
意
見
に
賛
成
で
、
八
脚
門
を
復
元
す

る
こ
と
で
シ
ン
ボ
ル
た
り
得
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
難
し
い
と

思
う
。
そ
れ
は
、
建
物
自
体
が
瓦
葺
で
朱
塗
り
の
建
物
と
い
う
よ

う
な
、
か
な
り
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
よ
う
な
も
の
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
白
木
で
板
葺
き
、
そ
れ
が
時
間
が
た
っ
て
く
る
と
段
々

黒
ず
ん
で
く
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が
、
最
初
建
て

た
時
は
い
い
が
、
時
間
が
経
っ
て
何
年
か
す
る
う
ち
に
、
あ
ま
り

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
想
像
す
る
。
そ
う
い
う
も
の
に
膨
大
な
時
間
と
労
力
、

お
金
が
か
か
る
の
で
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（後略）」（中略）

事
務
局
「
八
脚
門
に
と
り
つ
く
と
こ
ろ
だ
け
を
少
し
だ
け
建
て
た
い

と
考
え
て
い
る
。
残
り
は
生
垣
等
で
表
示
す
る
提
案
と
な
っ
て
い

る。」こ
の
様
に
、
専
門
家
は
八
脚
門
復
元
に
は
反
対
意
見
が
多
か
っ
た

が
、
「
地
元
の
要
望
」
と
い
う
こ
と
で
押
し
切
っ
た
。

現
在
、
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
」
の
展
示
テ
ー
マ
や
展
示
内
容
が
話

し
合
わ
れ
て
い
る
。

年
次
計
画
（
第
六
回
委
員
会
事
項
書
よ
り
）

平
成
二
十
六
年
度

・
遺
構
表
示
工
事
・
正
殿
工
事
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
建
物
工
事

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
展
示
造
作
委
託
準
備

平
成
二
十
七
年
度

・
園
路
工
事
・
便
益
施
設
工
事
・
樹
種
選
定

・
八
脚
門
工
事
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
展
示
造
作
委
託

平
成
二
十
八
年
度

・
造
成
、
雨
水
排
水
工
事
・
広
場
工
事
・
案
内
板
工
事

・
植
栽
工
事
・
利
活
用
計
画
（
平
成
二
四
年
度
～
）

②
運
営
（
『
久
留
倍
官
衝
遺
跡
保
存
整
備
基
本
設
計
書
』
よ
り
）

基
本
条
件

・
史
跡
公
園
の
目
的
・
活
動
内
容
は
、
見
学
・
学
習
・
体
験
活
動

憩
い
の
場
で
あ
り
、
効
果
的
な
運
営
の
実
現
に
は
、
活
動
体
系

を
理
解
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
営
体
制
と
す
る
。

・
史
跡
公
園
は
、
市
民
に
と
っ
て
の
憩
い
の
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、

原
則
、
常
時
開
放
と
す
る
。
た
だ
し
、
史
跡
公
園
の
目
的
、
利

用
者
像
の
利
用
形
態
か
ら
、
恒
常
的
な
夜
間
利
用
は
し
な
い
。

・
史
跡
公
園
内
は
、
北
勢
バ
イ
パ
ス
が
横
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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道
路
通
行
に
支
障
の
な
い
管
理
・
運
営
を
行
う
。

・
史
跡
公
園
は
、
地
域
住
民
の
住
居
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
地

域
住
民
の
生
活
に
十
分
配
慮
し
た
管
理
・
運
営
を
行
う
。

・
史
跡
公
園
は
広
大
な
敷
地
で
あ
り
、
安
全
で
快
適
な
公
園
利
用

を
保
つ
た
め
、
人
的
管
理
と
機
械
警
備
を
適
切
に
行
う
。

運
営
主
体

史
跡
地
の
管
理
主
体
は
四
日
市
市
で
あ
る
が
、
日
常
的
な
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
常
勤
と
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
と
も
計
画
・
施
工
段
階
か
ら
連
携
を
図
り
な
が
ら
行

う
も
の
と
す
る
。

こ
の
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
整
備
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
市
教
委
も
原
案
を
作
成
中
と
聞
い
て
い
る
。

（
参
考
文
献
）

・
国
指
定
史
跡
久
留
倍
官
衝
遺
跡
－
伊
勢
国
朝
明
郡
の
役
所
』

二
〇
二
　
四
日
市
市
教
育
委
員
会

・
『
久
留
倍
官
衝
遺
跡
保
存
整
備
基
本
設
計
書
』

二
〇
一
二
　
四
日
市
市
教
育
委
員
会

・
く
る
べ
遺
跡
周
辺
ぶ
ん
か
財
ス
ポ
ッ
ト
マ
ッ
プ
市
教
委
H
P
よ
り

・
『
会
報
「
久
留
倍
官
衝
遺
跡
」
』
一
〇
〇
号
記
念
特
集
号

二
〇
〇
八
　
久
留
倍
官
衝
遺
跡
を
考
え
る
会

（
「
久
留
倍
遺
跡
運
営
委
員
会
」
会
員
）



正誤表

P275　遺跡位置図　　スケール　30→300

P2761期逗聾配置図　→　壁聾

P277　Ⅱ期醤塵配置図　→　塑壁

Ⅲ期壁瞳配置図　→　逗壁

Ⅱ期とⅢ期の遺構図が逆転している

P278　上段後ろから2L八千〇二二分→○をトル

下段8L　一〇→十　2か所

P279　上段2L　伊藤撃墜　→　伊藤峯去

P279　下段後ろから5L　一十七日→一をトル

（訂正）

P281下段後ろから3L　できない基→ので、トル　皇


